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明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
っ
て
？？

　

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
通
称
「
明め

い

推す
い

協き
ょ
う

」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
全
国
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村

に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

京
田
辺
市
の
明
推
協
は
、
昭
和
55
年（
１
９
８
０

年
）５
月
に
発
足
し
、
政
治
や
選
挙
へ
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
京
田
辺
市
明
推
協
が
実
施
し
た
、
今
年
度

の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
当
協
議
会
の
活
動
に

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
政
を
見
る
会
の
実
施

　
昨
年
12
月
６
日
に
、
市
政
を
見
る
会
と

称
し
て
、
京
田
辺
市
議
会
の
傍
聴
を
行
い

ま
し
た
。
市
政
を
見
る
会
は
、
市
の
将
来

の
方
針
、
政
策
の
内
容
や
執
行
の
状
況
な

ど
が
議
論
さ
れ
る
様
子
を
実
際
に
見
る
こ

と
で
、
市
政
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
午
前
の
部
と
午
後
の
部
に
そ

れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
各
部
４
人
の
委
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
京
田
辺
市
民
ま
つ
り
２
０
２
３

（
通
称
：
た
な
フ
ェ
ス
）の
１
ブ
ー
ス
に
て
、
子
ど
も
向
け
模
擬
投
票

と
選
挙
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
昨
年
度
か
ら
始
め
た
取
組
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
選

挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
こ
ど
も
選
挙
」

と
称
し
て
模
擬
投
票
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
選
挙
で
は
、
実
際
の
選
挙
で
使
用
し
て
い
る
投
票
箱
や
記

載
台
を
設
置
し
、
よ
り
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
中
に
は
、
親
御
さ
ん
か
ら
、「
私
た
ち
が
投
票
す
る
と
き

に
使
用
し
て
い
る
物
と
同
じ
や
で
」
と
教
え
ら
れ
、
興
奮
気
味
の
子

ど
も
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
種
類
の
フ
ル
ー
ツ
を
候
補
者
に
見
立
て
、
好
き
な
フ
ル
ー
ツ
１

つ
に
投
票
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
選
挙
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
た
く
さ
ん
の
人
に
投
票
し
て
い
た
だ
き
、
ブ
ー
ス
内
が
大
き
な
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
投
票
に
来
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
の
フ

ル
ー
ツ
に
し
よ
う
か
熱
心
に
考
え
て
い
る
姿
が
特
に
印
象
的
で
し
た
。

　
若
い
世
代
の
投
票
率
の
低
さ
が
、
全
国
的
な
課
題
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
よ
う
に
、
若
い
頃
か
ら
選
挙
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
取
組
を
進
め
て
行
く
予
定
で
す
。

  ＼参加者の声／  

◦		身近な関心事・問題を討議さ
れているのを見て、改めて議会
と行政の関わりの大切さを認
識できました。

◦		当市の現状は、今どのような状
態なのか。市政の一端を知る
上でも市議会の傍聴は必要だ
なと思いました。

◦		日々の暮らしに直結した課題
や、京田辺市のまちづくりにつ
いて身近に感じている議題でも
あり、議論の深まりに聞き入っ
てしまいました。

子ども向け模擬投票を実施
！

子ども向け模擬投票を実施
！

実際に使用した投票用紙です。子どもたちが楽しく選んでいる姿を想像しながら作成しました。

大きな賑わいを見せた投票所内の様子

こども選挙の開票
結果は、右記のと
おりになりました。

こども選挙
開票結果

いちご ６８票
ぶどう ６０票
もも ４８票
みかん ４５票
りんご ４３票
すいか ３２票
計 ２９６票
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 活用3 	選挙期日周知用横断幕
　選挙執行の際に、選挙期日を周知するための横断幕に、啓発標語の優秀
作品を掲載しています。この横断幕は、市内にある駅や大住ケ丘歩道橋な
どに設置しています。

　京田辺市選挙管理委員会と京田辺市明るい選挙推進協議会では、明るい選挙を推進し、有権者が主権者としての自
覚を持って投票に参加するよう促すことを目的として、市内小・中学校の児童・生徒に明るい選挙啓発ポスターと標語
の募集を行ったところ、ポスター１８点、標語２３５点の応募をいただきました。その中から入賞された作品を紹介します。

令和５年度　 京 田 辺 市 明 る い 選 挙 　 啓 発 ポ ス タ ー・標 語 入 賞 作 品 を 紹 介令和５年度　 京 田 辺 市 明 る い 選 挙 　 啓 発 ポ ス タ ー・標 語 入 賞 作 品 を 紹 介

入 選

入 選 佳 作

【せんきょに行こう 自分のために 未来のために】
草内小学校３年　山本 航平さん

【一票は　未来へつながる　ゆめ切符】
田辺小学校５年　常石 龍叶さん

【１８さい　きみもきょうから　なかまいり】
 田辺東小学校１年　原山 光さん

【僕たちの　未来をてらす　この一ぴょう】
 草内小学校３年　清家 柊士さん

【さあ行こう！　その一票が　日本を変える】
 培良中学校２年　浦辻 亮登さん

【自分の意志が　日本を変える　その一票】
 培良中学校３年　向田 陽菜さん

【あなたの一票で　共に創ろう　京都の未来】
 培良中学校１年　宮脇 琉衣さん

【この一票　僕の未来を　変えるのは】
 培良中学校１年　澤田 蒼さん

【とうひょうに　かぞくでいくよ　うれしいな】
 田辺小学校１年　常石 來叶さん

【その一票　日本を変える　キーカード】
 培良中学校２年　細川 尚希さん

【選挙の日　その日の10 分　空けとこう】
 培良中学校３年　北川 鉄陛さん

【たくしたい　そんな時こそ　選挙へゴー】
 培良中学校３年　鎌田 大地さん

【その一票　自分に出来る　国作り】
 培良中学校２年　中林 佑太さん

【忘れてませんか　未来を変える　その一票】
 培良中学校１年　伊藤 陽世さん

【行こう　あなたの行動が　日本を変える】
 培良中学校１年　梅村 唯織さん

入 賞 作 品 は 、 選 挙 の 啓 発 に 活 用 し て い ま す！入 賞 作 品 は 、 選 挙 の 啓 発 に 活 用 し て い ま す！
 活用1 	投票所入場券
　選挙執行の際に、投
票所の場所のお知らせ
や投票所でスムーズな
受付を行うために、投
票所入場券を有権者へ

郵送します。その入場券に、標語の優秀作品を掲
載しています。

 活用2 	クリーンポスター
　公正な選挙を啓発するため、ポ
スターや標語の優秀作品を活用
し、毎年クリーンポスターを作成
しています。作成したポスターは、
市内の公共施設のほか、市長や市
議会議員にも配布しています。

普賢寺小学校６年
有山 友優利さん

普賢寺小学校６年
藤村 輝一さん

大住小学校５年
本林 千太郎さん

京田辺市
明るい選挙
推進協議会
会長賞

京田辺市
選挙管理委員会
委員長賞京田辺市

明るい選挙
推進協議会
会長賞

京田辺市
選挙管理委員会
委員長賞

田辺小学校４年

渡邉 水翔さん

普賢寺小学校６年

中澤 千晴さん
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  選挙啓発活動等を実施  
　京田辺市選挙管理委員会と京田辺市明るい選挙推進協議会は、昨年４月２３日に行
われた市議会議員一般選挙において啓発活動を行いました。
　投票日の周知を図るために、市内の小売店へのポスター掲示、公共施設や駅前に
横断幕やのぼりを設置したほか、近鉄新田辺駅・ＪＲ京田辺駅・ＪＲ松井山手駅の駅前
にある一休像に「投票してから一休み」「一票を休まないで参加しよう」と書かれた
啓発たすきをかけました。
　また、広報車で吹き込みテープを流したり、市が運営する	LINE	や	Facebook	な
どを活用して、期日前投票のＰＲを行いました。
　さらに、公正な選挙を啓発するため、昨年２月１８日に行われた市長・
市議会議員一般選挙立候補予定
者説明会において、説明会の参
加者に対して、クリーンポスター
の配布を行いました。
　今後も、一人でも多くの人に
投票いただけるよう、また公正な
選挙の実現に向けて、選挙啓発
に関する取組を続けていきます。

　今やすっかり定番となった期日前投票。その制度ができたのは、平成１５年１２月。制度ができて２０年が経過
しました。今回は、そんな２０年という節目を迎えた期日前投票について深掘りしていきたいと思います。

  期日前投票とは？？？

　期日前投票は、選挙の当日、仕事や用事がある場合
に、選挙の期日よりも前に投票をすることができる制
度です。投票できる期間は、選挙の公（告）示日の翌日
から、選挙期日の前日までです。投票の方法は、当日
の投票とほぼ同じ方法ですが、異なる点があります。
それは、投票をする前に期日前投票宣誓書を記入する
必要がある点です。選挙の原則は、選挙の当日に投
票することで、期日前投票はあくまで例外として設け
られている制度です。そのため、選挙の当日に投票が
できないことを宣誓する必要があり、宣誓書の記入が
義務づけられています。

  京田辺市における期日前投票

　京田辺市においては、平成１６年（２００４年）７月１１日
の参議院議員通常選挙が、期日前投票が導入されて
初めての選挙でした。制度導入以来、期日前投票所
は市役所だけでしたが、年々利用者が増加傾向にある
ことを考慮し、令和４年（２０２２年）７月１０日の参議院議
員通常選挙から北部住民センターでも期日前投票が

できるようになりました。今後の選挙でも、是非ご利
用ください。

  期日前投票利用者数の推移

　下の図は、京田辺市での参議院議員通常選挙にお
ける投票者総数と期日前投票者数とを比較した表で
す。
　初回の平成１６年と令和４年を比較すると、期日前投
票者数は約３倍に、投票者総数に対する期日前投票者
数の割合は約２．５倍に増加しています。
　令和４年では、投票者総数に対する期日前投票者数
の割合は約２５％と、全投票者の約４人に１人は期日前
投票を利用されていることがわかります。

制度ができて２０年！  期日前投票制度ができて２０年！  期日前投票

投票者総数 期日前
投票者数 割合（％）

平成１６年 ２６，１９１人 ２，４９０人 ９．５１

平成２２年 ２８，６２５人 ４，４００人 １５．３７

平成２８年 ３０，０１３人 ５，４１６人 １８．０５

令和４年 ３０，７２５人 ７，５２１人 ２４．４８

参議院議員選挙（選挙区）における京田辺市内の投票者数


